


作成した動画を認知症サポーター養成講座で初上映

動画作成
～認知症の人への対応方法～

タイトル「できることを奪わないで」

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

「認知症の種類や症状を知ることも大切だけど、認知症の人への接し
方も理解したい…。」これは、地域の皆さんの思いです。
“認知症”を正しく理解するために「認知症の人への対応方法」や、
「オレンジセーフティネット」についての説明動画を作成しました。

忘れてしまうことに対しての失敗体験と成功体験を比較した事例

を紹介。自分が認知症になったらどのような接し方をしてほしい

かを考えることが認知症への備えになります。

オレンジセーフティネット事業について

民間企業と協働した新たな取り組み「オレンジセーフティネット」

を活用した事例を紹介。アプリを使用することで認知症になっても

住み慣れた場所で、自分らしく暮らすための備えになります。





「地域の中で心配な人が増えている！」コロナ禍で深刻化する地域課題にいち早く気付いたのは

民生委員さんでした。その気付きがきっかけとなり誕生したのが「認知症 なかまで備え 支え合う

プロジェクト」です。令和５年度最初の活動は、民生委員さんの手で認知症ガイドブックを配布し

地域のみなさんに認知症について正しく理解してもらうための啓発活動です！

「認知症 なかまで備え 支え合う」プロジェクト

認知症ガイドブックを活用した啓発活動
～ 中間市民生委員児童委員協議会 ～

まずは委員さんが出席する協議会で

ガイドブックについて説明しました。

そして民生委員さんの手から直接、

地域の方へガイドブックを渡しました。

認知症について正しく理解してもらう

ことができ、なかまのなかま誕生です♪

･「認知症 なかまで備え 支え合うプロジェクト」が始まり、変化したことを教えてください。
民生委員もコロナで色々な人と接する機会が減った事を痛感していました。地域の方々にもう少し

啓蒙活動の仕方を考えないと思っていた所、このプロジェクトが始まり、介護保険課の方々が民生

委員のアピールをして下さった事、感謝です。まず、地域の方々が、認知症に関心を持ってきた事

ですし、私も言動などがおかしいと心配な人が何人かいることに気がついた事です。

・行政と協働してみて感じたことを、お聞かせください。

★中間市民生委員児童委員協議会 中原会長へインタビュー★

距離が近くなり、何でも相談しやすくなった。色々な情報が得られやすくなった。
・これからの展望について、お聞かせください。

「なかまのなかまカフェ」について、幅広い人を対象にしている事は今の時代、大変良い事だと

思うし私達も、その方々と接してゆきたいと思っています。
中 原 会 長


